
委
員
長
あ
い
さ
つ

組
織
問
題
に
つ
い
て
、

組
織
再
編
に
伴
い
、
国
労

世
代
が
Ｊ
Ｒ
世
代
に
責
任

を
持
ち
過
度
な
負
担
を
掛

け
る
こ
と
な
く
、
次
世
代

へ
国
労
運
動
を
継
承
さ
せ

ま
す
。
国
労
組
織
強
化
拡

大
に
何
が
出
来
る
の
か
を

考
え
、
周
り
の
仲
間
が
何

に
悩
み
不
満
に
思
っ
て
い

る
の
か
話
を
し
て
み
る
こ

と
か
ら
始
ま
り
、
信
頼
関

係
を
作
り
、
労
働
条
件
改

善
の
取
り
組
み
か
ら
労
働

組
合
の
必
要
性
、
重
要
性

を
訴
え
ま
す
。

安
全
安
定
輸
送
の
確
立

に
つ
い
て
、
Ｊ
Ｒ
各
社
で

は
要
員
削
減
を
柱
と
し
た

外
注
化
施
策
の
中
、
輸
送

障
害
や
相
次
ぐ
重
大
事
故

が
多
発
し
て
い
ま
す
。

Ｊ
Ｒ
グ
ル
ー
プ
で
働
く

全
て
の
仲
間
が
安
全
で
安

心
し
て
働
け
る
職
場
に
し

ま
す
。
安
全
総
点
検
運
動

を
通
年
闘
争
と
し
て
適
正

な
要
員
確
保
、
労
働

条
件
、
職
場
環
境
の

向
上
に
全
力
を
挙
げ

ま
す
。

平
和
と
民
主
主
義

を
守
る
闘
い
に
つ
い

て
、
今
年
は
戦
後
80

年
の
節
目
に
な
り
ま

す
。武

力
で
平
和
は
守

れ
ま
せ
ん
。
何
が
あ
っ
て

も
戦
争
、
核
使
用
の
過
ち

を
繰
り
返
し
て
は
い
け
ま

せ
ん
。

反
原
発
・
脱
原
発
に
つ

い
て
、
福
島
第
一
原
発
事

故
か
ら
14
年
以
上
が
経
過

し
ま
し
た
。
昨
年
、
第
12

回
と
な
る
国
労
フ
ク
シ
マ

交
流
会
を
開
催
し
て
き
ま

し
た
。
風
化
さ
せ
な
い
取

り
組
み
を
継
続
し
ま
す
。

東
海
第
２
原
発
を
再
開

さ
せ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

脱
原
発
社
会
を
強
化
し
ま

す
。

議
長
あ
い
さ
つ

来
年
３
月
で
仕
事
が
終

わ
り
に
な
り
ま
す
。

分
割
民
営
化
を
含
め
、

い
ろ
い
ろ
あ
っ
た
が
、
国

鉄
労
働
組
合
に
46
年
間
頑

張
っ
て
き
ま
し
た
。

こ
こ
ま
で
こ
れ
た
の
は
、

み
ん
な
で
助
け
あ
っ
て
き

た
か
ら
で
す
。
（
裏
面
へ
）
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第
１
回
水
戸
地
区
本
部
定
期
大
会
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塙 正人
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坂下 司

10
月
18
日
、
茨
城
県
自
治
労
会
館
で
第
１
回
水
戸
地
区

本
部
定
期
大
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

大
賀
副
委
員
長
の
司
会
で
始
ま
り
、
資
格
審
査
で
大
会

が
成
立
し
た
こ
と
を
宣
言
し
ま
し
た
。
議
長
に
岡
本
代
議

員
（
運
輸
分
会
）
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

運
動
方
針
（
案
）
、
予
算
（
案
）
が
提
起
さ
れ
、
こ
の

一
年
間
の
闘
う
運
動
方
針
が
確
立
し
ま
し
た
。

最
後
に
塙
委
員
長
の
団
結
が
ん
ば
ろ
う
で
閉
会
し
ま
し

た

国労水戸地区本部ホームページ QRコード⇒
https://nrumito04.wixsite.com/kokuromito

国 労 水 戸 検索

来

賓

紹

介

茨
城
県
平
和
フ
ォ
ー
ラ
ム

代
表

千
歳

益
彦

国
民
共
済
茨
城
推
進
本
部
水
戸
支
所
長

熊
谷

武
寛

中
央
労
金
水
戸
支
店

次
長

高
林

洋
平

ア
ベ
ニ
ー
ル
株
式
会
社

専
務
取
締
役

菊
池

忠
志

退
職
者
の
会
水
戸
地
連

事
務
局
長

坪
井

昭
光

国
労
首
都
圏
地
方
本
部

書
記
長

横
倉

一
夫

声
か
け
て

仲
間
と
Ｔ
Ｕ
Ｎ
Ａ
Ｇ

拡
大
へ



代
議
員
発
言

一
条
代
議
員
（運
輸
）

Ｊ
Ｅ
Ｓ
Ｓ
の
駅
は
、
ほ
と
ん

ど
一
人
勤
務
で
す
。
健
康
面
、

イ
ベ
ン
ト
等
の
対
応
と
何
か
あ
っ

た
ら
と
思
う
と
不
安
で
す
。

雨
等
に
よ
る
異
常
気
象
で
輸

送
障
害
に
安
全
安
定
輸
送
改
善

の
対
策
の
強
化
を
お
願
い
し
た

い
。松

本
代
議
員
（運
輸
）

車
掌
の
不
足
で
、
毎
月
休
日

出
勤
の
要
請
が
あ
る
。
代
休
も

入
ら
な
い
現
状
で
心
身
と
も
に

疲
労
し
て
い
ま
す
。

原
ノ
町
運
輸
区
車
掌
と
い
わ

き
運
輸
区
車
掌
が
来
年
一
本
化

に
仕
事
が
き
つ
く
な
ら
な
い
様

に
お
願
い
し
た
い
。

西
山
代
議
員
（設
備
）

派
出
所
が
廃
止
に
な
り
仕
事

の
拠
点
が
２
カ
所
に
変
更
で
制

服
を
支
給
さ
れ
た
い
。

異
常
時
で
警
備
体
制
が
入
り

こ
れ
ま
で
の
よ
う
に
対
応
が
出

来
な
い
。
要
員
が
足
り
な
い
。

退
避
遅
延
が
繰
り
返
し
発
生

し
て
い
ま
す
。

泉
代
議
員
（設
備
）

担
当
者
の
間
違
い
を
そ
の
人

の
資
質
の
せ
い
に
す
る
の
か
。

ど
う
考
え
て
い
く
の
か
。
テ
ー

ブ
ル
内
で
起
き
て
い
る
こ
と
を

話
が
出
来
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま

す
。フ

レ
キ
シ
ブ
ル
勤
務
導
入
さ

れ
、
夜
勤
明
け
で
申
請
し
て
早

く
帰
れ
る
と
良
い
制
度
と
話
し

て
い
ま
す
。

労
働
講
座
で
半
休
制
度
を
導

入
さ
れ
た
話
を
職
場
で
し
て
み

た
い
。

出
羽
代
議
員
（設
備
）

出
張
所
の
廃
止
で
水
戸
に
集

ま
り
、
エ
リ
ア
拡
大
に
な
っ
た
。

要
員
が
確
保
さ
れ
た
か
の
よ
う

に
見
せ
か
け
の
要
員
で
あ
る
。

共
同
で
の
夜
間
作
業
に
お
い

て
、
従
事
者
の
作
業
が
把
握
さ

れ
て
い
な
い
、
危
険
な
作
業
で

は
と
団
交
で
作
業
実
態
、
社
員

の
声
を
訴
え
て
き
ま
し
た
。

仕
事
優
先
の
安
全
軽
視
の
実

態
を
放
置
せ
ず
安
全
を
第
一
に

声
を
挙
げ
て
い
き
ま
す
。

臨
時
列
車
を
失
念
し
線
閉
作

業
が
終
了
し
て
い
な
い
の
に
列

車
を
走
ら
せ
る
事
象
が
発
生
し

た
。
取
り
扱
い
に
誤
り
は
な
い

の
か
検
証
が
必
要
で
す
。

分
会
は
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
で

出
向
先
の
手
当
、
超
勤
問
題
、

保
存
休
暇
が
取
得
出
来
な
い
。

３
・
30
集
会
に
つ
い
て
、
事

故
の
風
化
が
進
ん
で
い
ま
す
。

講
演
な
ど
内
容
を
工
夫
し
て
ほ

し
い
。

傍
聴
者

小
倉
（運
輸
）

線
閉
作
業
で
信
号
を
間
違
っ

て
か
け
て
し
ま
っ
た
事
象
に
つ

い
て
、
駅
で
対
策
の
勉
強
会
を

開
催
し
た
が
事
故
の
重
大
さ
が

分
か
っ
て
い
な
い
。

人
の
命
に
関
わ
っ
て
い
る
が
、

駅
と
設
備
の
意
識
の
差
が
感
じ

ま
す
。

書
記
長
集
約

世
界
各
地
で
多
く
の
若
者
が

犠
牲
に
な
っ
て
い
ま
す
。

反
戦
平
和
の
原
則
の
も
と
軍

事
行
動
に
は
反
対
し
ま
す
。

４
回
の
「
平
和
を
求
め
る
総

が
か
り
行
動
」
に
参
加
し
て
き

し
た
。
平
和
運
動
に
積
極
的
に

取
り
組
み
ま
す
。

反
原
発
・
脱
原
発
に
つ
い
て
、

12
月
に
第
13
回
国
労
フ
ク
シ
マ

交
流
集
会
を
昨
年
同
様
に
取
り

組
み
ま
す
。

共
闘
関
係
の
つ
な
が
り
や
労

働
現
場
で
の
放
射
線
等
の
問
題

が
あ
れ
ば
情
報
収
集
の
対
応
を

強
化
し
て
い
き
ま
す
。

春
闘
は
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

環
境
を
確
保
し
情
報
収
集
の
対

応
を
強
化
し
ま
す
。

政
治
闘
争
を
含
め
、
や
る
べ

き
課
題
を
克
服
し
な
が
ら
各
種

行
動
と
強
化
し
組
織
拡
大
行
動

と
結
合
さ
せ
強
化
し
て
い
き
ま

す
。反

合
理
化
が
進
め
ら
れ
情
報

量
の
減
少
か
ら
情
報
の
共
有
化

を
伝
え
て
き
ま
し
た
。

エ
ル
ダ
ー
先
の
労
働
条
件
改

善
、
労
働
者
を
一
人
に
さ
せ
な

い
、
仲
間
の
声
を
つ
か
み
運
動

に
、
安
全
安
定
輸
送
の
確
立
が

不
可
欠
で
す
。

組
織
強
化
に
つ
い
て
、
組
合

不
要
論
を
国
労
を
ア
ピ
ー
ル

今
出
来
る
こ
と
を
精
一
杯
や

る
。
組
合
員
を
一
人
に
さ
せ
な

い
。
情
報
の
共
有
化
。
全
て
の

行
動
を
組
織
拡
大
と
結
び
付
け

総
団
結
総
決
起
を
要
請
し
ま
す
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祝
電
・メ
ッ
セ
ー
ジ

茨
城
県
交
通
運
輸
労
協

議
長

飯
泉

誠

い
わ
き
市
議
会
議
員

狩
野

光
昭

関
東
鉄
道
労
働
組
合

執
行
委
員
長

池
田

正
人

関
東
鉄
道
労
働
組
合

執
行
委
員
長

高
田

誠

東
北
労
金
平
支
店

支
店
長

阿
部

繁
則

国
鉄
労
働
組
合

各
地
区
本
部

（
省
略
）

役
員
退
任

中
村

賢
太
郎

第
39
回
定
期
大
会
に
お
い

て
、
東
日
本
エ
リ
ア
の
副
執

行
委
員
に
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

上
部
機
関
へ
の
ご
活
躍
を

祈
念
し
て
お
り
ま
す
。
お
疲

れ
さ
ま
で
し
た
。


